



吉田 豊*古庄 律**半澤 惠*渡邉誠喜*
平成 +,年 ++月 -*日受付平成 +-年 .月 +3日受理
要約 : 分娩前後の黒毛和種およびホルスタイン種の母子牛間における乳並びに血清中レチノイド量とカロテ
ノイド量の変動を明らかにするために ,つの試験を実施したすなわち試験 +で分娩前後の黒毛和種 0頭
とそれらから生まれた子牛 0頭の合計 +,頭を用いて 分娩直後から 1ヵ月間の母子牛の血清中レチノル
と bカロテン量を測定した 試験 ,では 黒毛母牛 /頭とこれらから分娩された子牛 /頭 並びにホルスタ
イン母牛 /頭とこれらから分娩された子牛 /頭の合計 ,*頭を用いて 分娩前から分娩 2+,週間の乳並び
に血中のレチノイド量およびカロテノイド量の変動について精査した その結果は以下のように要約され
る
 出生直後の子牛血清中レチノル量は母牛のそれに比較して少なく +ヵ月後には *.+3mgmlの低値
を示し 母牛の *.-+mgmlに対して約 +,量であった
 子牛の血清中レチノル量は 出生 -ヵ月以降急激に増加し 0ヵ月後には母牛のレチノル量と同等
の値を示し それ以降は顕著な変動を認めなかった
 母乳中レチニルパルミテト量は 分娩直後から +週後にかけて顕著な増加を示し それ以降は急激
に減少し 極微量が検出されるか あるいは測定限界以下であった





母牛の血中 bカロテン量が分娩 ,週後から増加するのに対して 子牛血中のそれは極めて微量で推移する傾
向が認められた














利用している 著者らは 黒毛和種の母子において 分娩
直後から +,ヵ月間 毎月の血中レチノルと bカロテン
量の変動を調査し 特に分娩直後から分娩 -ヵ月後の期間
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子牛 0頭の合計 +,頭を用いて 分娩後の母子血清に含ま
れるレチノル量と bカロテン量を測定し これらの経時
的変動を比較した 黒毛母牛の血液は 分娩直後 分娩後














前 分娩直後および分娩後 ,週間隔で 2週までの合計 0回
採集した 子牛の血液は 出生直後並びに出生以降 ,週間
隔で +,週まで合計 1回採集した 試験 +および ,におい
て供試母牛はいずれも ,.産を経過したものである給
与飼料は 黒毛母牛に CP, DCPおよび TDNが +0以上
















ノル並びに bカロテン量は 表 ,に示した
分娩直後の母牛の血清中レチノル量は *.,2mgmlを
示し 以後顕著に増加し 分娩 -ヵ月並びに /ヵ月後に
*..*mgmlを示し この値は分娩時のおよそ +./倍量で
調査期間中の最高値を示した 1ヵ月後には減少し分娩直
後 分娩 +ヵ月後の値に近似した しかしながら 子牛に
おいては 出生時に母牛のそれより低い *.,+ mgml で
あったが +ヵ月後には更に減少し *.+3mgmlを示した
出生 ,ヵ月後と -ヶ月後の比較では 母牛と同様に顕著な
増加を示し -ヵ月後と /ヵ月後には *.-,mgmlで 出生
時の値のおよそ +./倍であったまた 1ヵ月後に母子間の
値は近似なものとなった
母牛の bカロテンは 分娩時の *./. mgmlから +ヵ月
Fig. + Feeding form for Japanese Black dam and calf
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間におよそ +.0倍量に相当する *.2/ mgmlとなり この
間 顕著な増加を示した
子牛の出生時の bカロテン値は 母牛のおよそ ++*量
に相当する *.*/mgmlであったが それ以降 成長に伴っ
て増加し 出生 1ヵ月後で母牛の値を超える +.-- mgml
に達した すなわち 出生直後の子牛の血清中レチノル












Fig. , Feeding form for Holstein dam and calf





定した なお 自由哺乳形態としたため 黒毛母牛の泌乳
量と子牛の哺乳量は把握する事が出来なかった
II. 分娩前後の黒毛母牛およびホルスタイン母牛の乳中
レチノイド量 カロテノイド量の変動 試験 ,
黒毛母牛並びにホルスタイン母牛の分娩前後における乳
中レチノイド量 カロテノイド量の測定結果は表 -に示し
た 黒毛母牛のレチニルパルミテイト量は 分娩 ,週前
の ,.+- mgmlから分娩時の -.,* mgmlに およそ +./倍
量に ホルスタイン母牛のそれは *.0.mgmlから ,.*.mg






似する変動傾向を示した すなわち 黒毛母牛は 分娩前
に *./. mgml 分娩時に僅かに増加し *.0+ mgmlを示し
た ホルスタイン母牛は 分娩前に *.3,mgml 分娩時に
+.11mgmlを示し 分娩前のおよそ ,倍量に増加した し




後に非常な高い値を示し ビタミンA量は +10mgdl, bカ
ロテン量は 1+ mgdlであったが 分娩 +日後には急激に
Table , Comparision between the mean concentrations of retinol and b carotene in sera after parturition of Japanese
Black dam and calves
Table - Comparision among the mean concentrations of retinyl palmitate, retinol, a carotene and b carotene in milk
before and after parturition of Japanese Blacks and Holsteins dam
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減少し 分娩 .日後には ビタミンAは -/mgdlを bカ















































し 分娩 ,週前から分娩時にかけて減少し 分娩後は増加
した 黒毛母牛は 分娩 ,週前に *..,mgmlであったが
分娩時には *.,1mgmlに減少し その後増加し 分娩 2週
後には *..*mgmlを示した ホルスタイン母牛は 分娩 ,
週前に *.-/mgml 分娩時には *.,2mgmlを示し 分娩 2





Fig. - Outline of retinoids and carotenoids ingestion of Japanese Black dam and calf
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レチノイド量もおよそ +./倍量に増加した また 黒毛母
牛との比較では レチノルは ,..倍量 レチニルパル













mlを示し ,週後にはその ,倍値を超える *.,1mgmlを
それ以降はほぼ同じ変動幅で推移し +,週後には *.,0mg
mlを示した ホルスタイン子牛では 出生時に *.,+ mg
mlを示し .週後までの期間に僅かに増加し その後は一
時的に減少したが +*週後から +,週後にかけて顕著に増










bカロテン量は 黒毛母牛において 分娩 ,週前に -.*,
mgmlを示したが分娩時には ,.--mgmlに減少したそ
の後は増加し 分娩 0週後には -.01mgmlを示した ホル
スタイン母牛では 分娩 ,週前に ..--mgmlを示し 分娩
,週後まで減少し -.-1mgmlを示した その後は顕著に
増加し 分娩 0週後には黒毛母牛のそれに比較して およ
そ ,倍量に相当する 1.33mgmlを示した 子牛血清中の b
カロテン量は分娩時から分娩 +,週後まで極めて微量で
推移した
KAMIURA et al.+/は 母牛の血中 bカロテン量が新生子
牛の血中 bカロテン量に影響を与えるとし 特に 母牛の
血清中 bカロテン量が ,** mgdl以下になると子牛の血清
中のそれが極度に低くなると述べている 本研究におい
て 母牛の血清中 bカロテン量はいずれも ,**mgdl以上
を示していたにもかかわらず 子牛の血清中 bカロテン量
が極めて低値であった
松田ら+0は 乳牛を用いた実験で ルメン液中の bカ
ロテン含量が高い場合には血漿中のその含量も高いと報告
し 小林ら+,は 飼料サイレジ中の bカロテン溶出量は
乾草と比較して有意に高いと述べている更に PARRISH+1
並びに KAMIMURA+/は 飼料中の bカロテン量は その貯
蔵期間の経過に伴い減少し サイレジより乾草の減少割
合が大きいと報告している
今回の調査において 給与飼料中の bカロテン量は サ



























































イレジに ,-..2 mgkg.DM乾草に ..1. mgkg.DMホル
スタイン母牛用配合飼料に 0.,0 Mgkg.DM 黒毛母牛用
配合飼料に *..+ mgkg.DM含まれていた また 新鮮物量
として ホルスタイン母牛には 黒毛母牛のおよそ ,倍量
に相当する -*kg日のサイレジと +./倍量の乾草が給与
された これらのことから 多量のサイレジや配合飼料
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Fluctuation of Retinoids and Carotenoids Volume
in Milk and Sera of Japanese Black and Holstein
Dams and Calves Before and After the Parturition
By
Yutaka YOSHIDA*, Tadasu FURUSHO**, Kei HANZAWA* and Seiki WATANABE*
(Received November -*, ,***/Accepted April +3, ,**+)
Summary : We curried out experiments to investigate the ﬂuctuation of retinoid and carotenoid level
in milk, sera and compound feed of Japanese Black and Holstein dams and calves of before and after
the parturition. At the ﬁrst experiment, we used Japanese Black dams (0 heads) and their calves (0
heads), and compared the change of retinol and b carotene level in their sera at parturition and up to
1 months after parturition.
The results showed retinol level (*.,+mg/ml) in sera of calves at birth were low than that (*.,2mg/
ml) of dam.
Retinol level of one month old calves showed *.+3mg/ml. However, retinol level in sera of calves
sharply increased - months after parturition, and that of calves showed similar level to dam’s retinol
level in sera.
At the second experiment, we used / dam and / calves of Japanese Black and the same number of
Holstein to investigate the ﬂuctuation of retinoid and carotenoid in sera and milk a before and after
parturition.
The level of retinyl palmitate in milk sharply increased from parturition to + month after
parturition, but then rapidly decreased, and the vestigial level were detected in analysis by HPLC
(Shimazu Co., Ltd, LC-0A).
Retinol level in milk sharply decreased after parturition, and it was almost undetected or only in
extremely small amounts in analysis by HPLC.
a carotene level showed only in sera of dam.
A lot of b carotene was contained in colostrums, but it rapidly decreased from that time.
The a results suggested that a large volume of retinoid and carotenoid were transferred from the
dam’s blood to the calves at the fetal stage and from the colostrums to the new born.
Key Words : cow, vitamin A, retinol, b carotene, parturition
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